
(―)次 の計算をして,答えを書きなさい。

1 2+(-9)

2 (-2.5)× 0.4

3 2(χ -3ν -1)+3(χ +ν -2)

4 6α2b_α b× 2α

5に -3ア+#

6(χ +5)(χ -5)一 (χ +1)(χ -6)
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(二)次 の問いに答えなさい。

二次方程式 5χ
2+9χ +3=0を 解け。

2点 A(-2,1), B(3,5)間 の距離を求めよ。

3 下の図のように, 2つの袋A,Bがあり,袋 Aの中には, 1, 2, 3の 数字が 1つずつ書か

れた 3個の玉が,袋 Bの 中には, 1, 2, 39 4, 5の 数字が 1つずつ書かれた5個の玉が入

っている。この 2つの袋の中からそれぞれ玉を1個ずつ取り出すとき,袋 Aの中から取り出し

た玉に書かれた数をα,袋 Bの 中から取り出した玉に書かれた数をbと する。

このとき,次のア～工のうち,確率が最も大きいものはどれか。適当なものを1つ選び,そ

の記号を書け。ただし,それぞれの袋について, どの玉が取り出されることも同様に確からし

いものとする。

袋 A 袋 B

ア α+わ の値が奇数になる確率

イ α+bの値が偶数になる確率

ウ αbの値が奇数になる確率

工 αわの値が偶数になる確率

4 下の図は,AB=AD,BC=DCの 四角形 ABCD

ABCDの 頂点 C,Dの 位置を求め,四角形 ABCD

線は消 さずに残 してお くこと。

の周の一部である。作図により,四角形

を解答欄にかけ。ただし,作図に用いた

9②
① ② ③

④ ⑤
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5 下の図のような,AB=16cm,AD=24cmの 長方形 ABCDが ある。tt AD,BC上にそれ

ぞれ点 E,Fを ,DE=BFと なるようにとり,線分 EFの 中点をMと する。また,点 Mを

通 り,辺 ADに平行 な直線 と辺 DCと の交点を Nと する。四角形 MFCNの 面積が,四角形

EMNDの 面積の 2倍になるときの線分 DEの長さを求めよ。

6 空の貯金箱に,毎 日,10円硬貨か50円硬貨のどちらか 1枚を入れていき,365日 間貯金 した。

貯金箱の中の硬貨を取 り出さずに,貯金箱に入っている硬貨の合計金額を求めたい。硬貨の入

った貯金箱の重さをはかると1700gで あった。また,硬貨と空の貯金箱の重さは,そ れぞれ下

の表に示 したとお りである。貯金箱の中に入っている10円硬貨の枚数をχ枚,50円硬貨の枚数

をν枚 として,連立方程式をつ くり,それを解いて,貯金箱の中に入っている硬貨の合計金額

を求めよ。

10円 硬貨 1枚 50円硬貨 1枚 空の貯金箱

重 さ 4.5g 4g 100g

DA

N

B

E

M

F
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(三)下の図のように,縦に3段のマスロがあり,各マスロには,次の規則により,数が記入されて

いる。

[規則]

01段 目には, 19 2, 2, 3, 3, 394,49 4, 4の 数が,左から順に繰 り返 し記入

されている。

・ 2段 目には, 2以上の自然数が 2か らはじめて,小 さい方から順に左から記入されている。

03段 目には, 3以上の奇数が 3か らはじめて,小 さい方から順に左から記入されている。

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10  11  12  13  14  15  16  17
夕J  夕J  ダJ  夕J  ダJ  夕」 夕J  夕J  夕J  夕」 夕J  夕J  ダJ  夕J  夕J  夕J  ダJ  …。

目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目 目

1段 目

2段 目

3段 目

このとき,次の問いに答えなさい。

1  1段 目におぃて ,

(1)23列 目のマス ロに記入 されている数は何か。

(2)3の数が記入されているマスロのうち,左から数えて20番 目のマスロは何列目か。

2 η列 目において, 2段 目と3段 目のマスロに記入されている数の和を,″ を使って表せ。

3 1列 目から77列 目までのうちで, 1段 目と2段 目と3段 目のマスロに記入されている数の和

が, 3の倍数になっている列は,何列あるか。

2 2 3 3 3 4 4 4 4 2 2 3 4

3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18

5 7 9 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31
つ
０ 35
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(四 )下の図 1の ように,線分 ABを直径とする半円 Oの AB上に, 2点 C,Dを , ∠COD=90°

となるようにとり,線分 ODと 線分 BCの交点をEと する。また,点 Bと 点D,点 Cと 点 Dを

それぞれ結び, △BCDを つくる。

このとき,次の問いに答えなさい。(円周率はπを用いること。)

△BCD∽ △DCEであることを証明せ よ。

2 下の図 2の ように,AB=14cm9 BC=12cmであるとき,

(1)線分 CEの長さを求めよ。

(2)下の図 3の ように,AC上 に点 Fを ∠coF=45° となるようにとるとき,線分 CFと 線

分DFと てつ とで囲まれた部分の面積を求めよ。

図 1

図 2

図 3
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(五)下 の図 1に おいて,直線 θ,物 はそれぞれ関数 ν==χ ,ν ==χ +3の グラフである。また,

点 Aは χ軸上の χ≧ 0の範囲を動 く点である。点 Aを通 りχ軸に垂直な直線 と,直線 θ,解

との交点をそれぞれ B, cと する。

このとき,次の問いに答えなさい。

点 Aの χ座標が 2の とき,線分 ABの長さを求めよ。

2 点 Aの χ座標を′,△OABの面積をSと するとき,Sを ′の式で表し,そのグラフをかけ。

ただし,′ =0の とき,S=0と する。

3 下の図 2の ように,χ 軸上に点Dを △ACDが AC=ADの 直角二等辺三角形となるよう

にとる。ただし,点 Dの χ座標は,点 Aの χ座標より小さいものとする。

(1)点 Dが原点 0に一致するとき,点 Aの ∬座標を求めよ。また,こ のとき,△OBCの面

積を求めよ。

(2)点 Dの χ座標が正のとき, △OABと △ACDの重なった部分の面積が23と なるような

点 Aの χ座標を求めよ。

″
　

　

θ

″
　

　

θ
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